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単一細胞操作は細胞機能の解析への応用において重要な要

素技術とされている．我々はこれまでにマイクロピラーアレイ構造

のマイクロ囲いを開発し，大腸菌や酵母の単一細胞分離及びサ

イズ分離を実現している[1, 2]．この単一細胞分離構造に，Fig. 1

に示すようなマイクロ凹面鏡による光トラップで細胞捕獲機能も加

えることができれば凹面鏡のその応用範囲が拡がるものと考えて

いる．前回は，XeF2気相エッチングによる Si マイクロ凹面鏡

構造の製作について報告した．今回は，このマイクロ凹面鏡

を用いた集光実験を行ったので報告する． 

実験には Si(100)基板上にスピンコートしたレジストに，リソグラ

フィにより形成した直径 5 µmの円形開口のエッチン

グマスクを用い，自作のXeF2気相エッチング装置で

Si基板の等方性エッチングを行い半球形状のマイク

ロ凹面鏡を形成した．Fig. 2 (a)に，金属顕微鏡のハ

ロゲンランプのケーラー照明下で観察したマイクロ

凹面鏡の様子を示す．この像から，ケーラー照明の

反射光は凹面鏡の焦点位置で集光されていること

がわかる．Fig. 2(b)に，エッチング後の Si 凹面鏡表

面と凹面鏡表面に 100 nm 厚のアルミニウム薄膜を

形成した後の光軸方向の強度分布を示す．アルミニ

ウム薄膜の形成により集光強度が増加していること

がわかる．また，赤色（R）と緑色（G）で光軸方向の

最大強度（焦点）位置が異なる結果となった．これは，

照明系および結像系のレンズの色収差に起因する

ものと考えられる．さらなる集光効率の向上により細

胞捕獲が実現できれば，生物学的な分析研究にも

応用可能になると思われる．本研究は JSPS 科研費

JP17K05020の助成を受けた． 
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Fig. 1 Schematic diagram of cell 

trapping at focal point of Si 

based concave micromirror. 
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Fig. 2 (a) Optical image of concave micromirror 

in focus. (b) Relationship between intensity of 

bright spot in the center of a concave mirror and 

distance from the top of concave micromirror. 
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